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山形県新庄市

公共施設マネジメント
（公共施設の再編）
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難
し
い
⾔
葉
使
わ
な
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よ
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要
は
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く
な
る
ん
で
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ょ
！

レン(中3)

ユイ(中3)

街の歴史や地図を見るの

が好きな物知り男子

冷静で説明上手

明るく活発な女子

最初は「施設がなくなる

なんて嫌！」と反対派
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今
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建
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で
も
︑
昔
よ
り

⼦
ど
も
が
減
っ

て
︑
毎
年
⼈
⼝
が

減
っ
て
い
る
ん
だ

税
⾦
を
払
う
⼈
が

減
っ
て
い
る
の

に
︑
修
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要
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建
物
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増
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⽅
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お
⾦
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な
ん
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市
⺠
の
税
⾦
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じ
ゃ
な
い

毎年減少

税金よ～税金よ～

新庄市の人口は、1960(S35)年をピークに1995(H7)年頃までは43,000人

前後を維持していましたが、2025(R7)年の国勢調査（※報告値）では約

31,600人となり、３０年間でおよそ12,000人減少しています。

将来推計では今後も長期にわたって人口減少が続き、2050（R32）年には

19,662人になると推計されています。

新庄市の人口

２



電
気
代
や
管
理
費
も

も
っ
た
い
な
い
よ
ね

し
か
も
︑
使
わ
れ

て
い
な
い
部
屋
が

あ
る
施
設
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多
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︒
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︑
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﹂
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︑
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︒
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︑
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︑
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︑
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宝
箱
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て
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公
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施
設
は
︑
み
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箱
だ

中
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が
バ
ラ
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だ

と
︑
ど
こ
に
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あ

る
か
分
か
ら
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し
︑

管
理
も
⼤
変
だ
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そ
う
︒

 
例
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︑
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図
書
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﹃
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﹄
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﹃
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⼀
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ま
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⽅
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な
ん
か
が
あ
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だ
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︒
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︑
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︑
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︑
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︑
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︑
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⾞
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︑
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︑
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︑
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あ
と
︑
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︒
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︑
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例
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荷
に
な
っ
て
は
い

か
ん
か
ら
な

う
ん
︑
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︑
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︑
た
だ
﹃
施
設
を
残
し
て
﹄
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⾔
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っ
て
き
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︑
私
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っ
た
よ
︒
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の
を
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ど
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頼
も
し
い

の
う

こ
れ
か
ら

は
君
た
ち

の
時
代
だ

今
度
の
住
⺠
説
明

会
︑
僕
た
ち
も
⾏

っ
て
み
な
い
？�

⼤
⼈
の
意
⾒
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
︑
僕

た
ち
の
声
も
聞
い

て
も
ら
お
う
よ

⾏
く
⾏
く
！�

私
︑
新
し
い
児
童

セ
ン
タ
ー
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
壁
を

作
っ
て
ほ
し
い
っ
て
⾔
お
う
か
な
！

そ
れ
は
予
算
と
相
談
だ
ね
💦

で
も
︑
ま
ず
は
⼈
⼝
が
減
少
し
て

い
く
中
で
︑
新
庄
市
の
未
来
に
関

⼼
を
持
つ
こ
と
が
第
⼀
歩
だ
よ
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持続可能な未来のための公共施設のあり方

公共施設マネジメントの必要性

■現在、日本全体で急激に人口減少が進展しています

・人口減少や少子高齢化の進展により住民福祉を支える扶助費が増大

する一方で税収の減少が予測され、これまで以上に財政状況のひっ迫

が懸念されます。

・人口減少が進むと、公共施設の利用者数や需要が減少し、また公共

施設の老朽化も相まって維持管理にかかる経費が今後ますます増大し

ていきます。このため、公共施設の再編（集約化や複合化）により市

民の利便性の向上や市民ニーズの変化に対応した施設運営の効率化、

維持管理経費の節減対策などを早急に進めていく必要があります。

８

新庄市では、市民プラザや文化会館などの文化系施設をは
じめ、図書館、ふるさと歴史センターなどの社会教育系施
設、さらには体育施設や学校施設など、直近１０年で多く
の公共施設の利用者が軒並み激減しています。

施設の利用人数（青の棒グラフ）は年々減っているのに対し、維
持管理コスト（オレンジの棒グラフ）は毎年上がっています。
また、施設の経費を賄う利用者一人あたりの負担額（赤の折れ
線）はほぼ低料金で変わらないのに対し、施設を利用していない
市民の負担（税金：紫の折れ線）はどんどん上がっています。



公共施設を維持・存続させるための財政支出が多大に！
　　　　　～市財政を圧迫～


　⇒
適正規模の公共施設に再編し、住民福祉の向上へ

直近１０年で多くの公共施設の利用者が軒並み激減

人口減少に伴う利用者数の減により、公共施設の余剰化
や遊休化がさらに進展

施設の運営費用も、今後数十年で、大幅に増加見込み

公共施設の改修コストは今後大幅に増大する見込み

公共施設をこのまま維持していくことは、無駄に税金を
支出して住民サービスが低下する危機的状況のおそれ

公共施設の維持管理は、使用

料（利用者負担）で不足する

分を、すべて市民の税金で賄っ

ているんだよ！

９

　日本の総人口は減少傾向にあり、特に地方ではそのスピードが速
まっています。これにより施設利用者は減少し、運営効率の悪い公
共施設が増加しています。また、高齢化の進展により、福祉施設や医
療施設の需要が高まる一方で、学校や児童館などの子育て世代向け
の施設の需要は大きく減少しています。
このため、公共施設の再編により、需要に合わない施設を整理し、
本当に必要とされるサービスを提供するための施設へと転換する必要
があります。公共施設の再編は、新庄市の持続可能な行政運営のた
めに必要不可欠な取り組みとなります。



公共施設を効率的に管理・活用するための取り組みです。

なぜ必要？

施設を計画的に減らす・まとめる・長く使う取り組み

老朽化 財政負担 人口減少

施設の維持が難しくなっています…

延命化・修繕

具体的な取り組み例

統廃合・再編 民間活用

期待される効果

みんなで

コスト削減 施設の有効活用 サービス向上
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